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＜目的＞
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＜連携した結果に対する意⾒⼜は評価＞
⻄武グループでは「グループビジョン」に基づき、持続可能な社会の実現に向けた取り組みを「サステナビリティアクション」として推進
しています。その一環として、弊社グループのプリンスホテルで結婚式を挙げたお客さまの会場飾花や贈呈花束を使用してフラワーキャン
ドルを作るサービスの実証実験を⾏っています。その中で、アスタネさんにはフラワーキャンドルの作製を担っていただいております。新
規事業として、弊社も試⾏錯誤しながら1からフラワーキャンドルの材料や作製⽅法を決めてきましたが、アスタネさんの積極的な商品クオ
リティ向上のための研究により、作製個数が増えるにつれて、着実にクオリティが上がっています。普段アスタネさんが⾏っている椎茸づ
くりの中で培われた、PDCAを回しながら商品クオリティを上げる姿勢は非常に頼もしく、アスタネさんに作製を依頼して良かったと思っ
ています。
＜今後の連携強化に向けた課題＞
検品時の商品クオリティは、恐らく時期や環境の変化によりバラつきがあるため、一定のクオリティを保てるように引き続き研究を⾏って
いただきたいと思っています。⽇々PDCAを回しながら改善する姿勢は新規事業ととても相性が良いと思いますので、弊社の別のプロジェ
クトでも、連携⽅法を模索します。

連携先企業名 株式会社⻄武ホールディングス 担当者名 滝口

連携先の企業等の意⾒または評価

住 所 埼⽟県さいたま市桜区⻄堀8丁目３－１５－１ 管理者名 齋藤 功一

電話番号 050-3645-0686 対象年度 令和5年度

地域連携活動の概要

活動場所︓
⻄武緑化株式会社本社・東京営業所
株式会社⻄武・プリンスホテルズワールドワイド東池袋オフィス
実施⽇程︓
2022年7⽉〜9⽉（計21回）
2023年1⽉〜3⽉（計9回）
実施した⽣産活動︓ロスフラワーキャンドルの製作
 結婚式で飾られた花をキャンドルに加工し、引き出物にする事業の実証
実験に参加。
利用者︓各回3名

作業風景

作製物

ねらい︓地域の企業と協働で、新規事業に取り組むことで、椎茸⽣産以外
の活動での実績を積む。
地域にとってのメリット︓実施企業での取り組みを通じて、障がい者雇用
の職域の開拓と、協働でプロジェクトを⾏うことで、障がい者雇用の啓発
ができた。
対象者にとってのメリット︓新規事業の企画プロジェクトに参加し、⽣産
活動で得たノウハウを活用することで、就業体験を積み、自信を得ること
ができた。

実施した結果︓
 障がい者雇用での商品製作スキルの習得を実証。ロスフラワーキャンド
ル作製のマニュアル作成。商品442個作製。
得られた成果︓
 新規事業の実証実験を障がい者雇用で⾏うことができた。
 新聞、テレビに取り上げられ、プロジェクトの認知を高めることができ
た。
課題点︓
 作製時の技術的な課題がまだ残っており、改善の余地がある。
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